
【教育長】 市校長会は月１回の開催で

あり、PTAで副会長の立場にある校長が

集う場なので、PTAの課題を取り上げ、

各校のPTA役員とも連携して、PTA刷

新の話を進めるよう働きかけていく。 
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【小林質問】 全国的なPTAの危機的

状 況 を 受 け て、「転 機 の PTA 道 筋 探

る」、「加入に意思確認導入」、「義

務・強制をやめるには」、「活動の簡素

化」等々、PTAの課題・問題が報道され

ている。本市のPTAも例外ではない。市

教委の認識は。 

【教育長】 市の小中学校PTAにおい

ても、「このまま存続するのは難しいの

ではないか」と危機感を抱く役員の声が

ある。コロナ禍の３年間には、新たな

PTA活動の在り方を模索する動きも出て

きている。 

【小 林質 問】  任意団体 である PTA

は、入退会自由であることを周知してい

るか。 

【教 育 部長】  市の小中 学校PTAで

は、任意加入の周知は行き届いていると

はいえない。退会の手続を会則に明記し

ているPTAもない。 

【小林質問】 県教委は、PTAが任意

加入であり活動は強制されないというこ

とを、保護者へ丁寧に説明するよう教育

現場に求めている。市教委はどう対応す

るか 

【教育部長】 市の校長会を通じて周知

していく。 

【小林質問】  PTAは時代の流れや社

会の変化に対応できず、現状維持で精

いっぱいの状況にある。教育委員会が積

極的に関わって、PTAの刷新を後押しす

べきではないか 

【教育長】  PTAが自ら進化・変革し

ようとする兆しや動きがあるので、教育

委員会も応援していきたい。 

【小林質問】 具体的に何ができるか。 

マイナンバーカードをめぐるトラブル相次ぐ 
国の制度だから国から予算がくればやるだけ、それでいいの？ 

◆安曇野市議会６月定例会 小林じゅん子の一般質問◆ 
質問・Ｑは今回これ1本～現状維持のＰＴＡ活動を変えていこう 

 2018年3月定例会での一般質問で、「近年、PTAが本当に必要か、PTAのあり方を整理すべき

では、という議論が起こっている」という当時の状況から、望ましいＰＴＡ活動について質

問したところ、「教育委員会が任意団体であるＰＴＡに直接的に、こうしなさいというよう

なことは考えていない」と教育長。それから５年、今や、全国のＰＴＡは危機的と言っても

よいほどに課題・問題が山積しており、安曇野市においても例外ではありません。 

 

個人的なことは、政治的なことなのだ！ 

 身近な「お困りごと」や「安曇野市の

ここを何とかしたい」などなど、ちょっ

とおしゃべりしてみませんか。 

場 所：穂高有明９９７２－１ 

薪ストーブの店・地平線倶楽部２階 

◆あたりまえと思い込んでいたPTAの組織を 
 見直し、ボランティア本来の運営に変えていくことは 
 できないのだろうか？ヒントいっぱいのPTA本をご紹介。 

＊PTAをラクに楽しくする本 大塚玲子(著) 

＊政治学者、PTA会長になる 岡田憲治(著) 

＊PTAのトリセツ〜保護者と校長の奮闘記〜今関明子(著) 

＊PTA、やらなきゃダメですか? 山本浩資 (著) 

今が変える 
  チャンス！ 
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◆ １ 億 6,200 万 円 の 増 額《国 の 電

力・ガス・食料品等の物価高騰に対する

支援や長野県の低所得世帯への支援に、

市独自の支援をプラスするための予算》 

 一例をあげると、国の給付金対象とな

らない住民税所得割非課税の子育て世帯

に対し、児童1人当たり県から３万円。

国の子育て世帯生活支援特別給付金給付

対象者に、市独自に児童1人当たり２万

円をプラス。国の給付金対象とならない

住民税所得割非課税の子育て世帯に対し

ては、市独自に児童1人当たり４万円。 

◆300万円の増額《防災用品の購入

補助の対象にテントや寝袋、発電機等も

加わったことで、予想以上に申し込みが

増えたため増額》 

 災害時の使用に限定したものは、いざ

という時に不慣れでうまく使えない恐れ

があります。レジャーやアウトドアス

ポーツで日常的に使ってもらうことで、

災害時にすぐに役立つ備えとしたい。

もっと市民に利用してもらうための増額

補正。申込期間は５年間、令和６年以降

も補助申請できます。 

◆1,100 万 円《土日・祝日における

デマンドバスの実証運行に係る経費》 

 デマンド交通あづみん（のるーと）を

利用した休日（土・日・祝日）の移動

ニーズや移動目的などを把握することを

目的に、また、夏場における観光客の２

次交通確保のために、７月29日から10

月31日までの土日・祝日におけるデマ

ンドバスの実証運行に係る経費。 

＊実証運行期間終了後、利用実績等を分

析し、今後の運行方針を検討します。 

あづみん実証運行▼ 

プールだったのです。 

R 元年12月からR2年3月までに5回開か

れた「穂高広域施設組合施設運営検討委

員会」の議事録によれば、委員の方々は「宿

泊施設とともに浴場を作らないと… 儲から

ない」「あんな小さなプールはプールとは言

えない。プールはいらない」などと感想を述

べていますが、あづみ野ランドの施設運営の

問題点については、その原因を検討委員会で

追究するでもなく、「（今後）指定管理者に

任せれば利益を上げることできる」という発

言が、元組合議会議長であった委員長や組合

事務局長などからいとも易々となされていま

す。根拠なき大規模改修の発想はここに始

まっており、広く住民や利用者の声を反映し

ようとする姿勢は見えません。 

住 民アンケートや住民説明会は必須のはず

ですが、一切行われませんでした。「コ

ロナのせいで、できなかった」と組合は言う

のですが、私たちは狐島地域にアンケート

2000部をポスティングしたり、ネットでア

ンケート調査を行いました。回答を多数得ま

したが、その9割はプール存続を望むもので

した。組合は、一市民でもできるようなアン

ケート調査さえやっていません。「コロナ」

は言い訳で、大規模改修計画の方向性は組合

と検討委員会の間で決まっていたとしか思え

ません。 

こ の3月31日をもって、あづみ野ランド

のプールは閉鎖されましたが、明日か

ら閉鎖というその日まで、プールが廃止とな

り解体されるというお知らせはありませんで

した。最後まで、住民不在、利用者不在のあ

づみ野ランドだと思い知らされました。 

 以上、「公金支出の不透明さ」と「民主的

手続きの省略」という二つの観点から意見を

述べましたが、これらは実は今回の裁判の争

点に直接かかわるものではありません。何故

なら、この訴状が提出された時点で、「改修

費7億円云々とか10億円云々という数字はあ

くまで見積もり額で、誰も不正に支出などし

ていません」「予算は可決されています」と

被告の組合側は弁明しているのです。 

つ まり「公金支出の不透明さ」と「民主

的手続きの省略」を同時にやってしま

えば、誰にも訴えられない、という手なので

す。ただ、こんなやり方が繰り返されていけ

ば、私たちの社会はどんな社会になっていっ

てしまうのでしょうか・・・。 

※あづみ野ランドのプールを救って！住民訴訟は即日結審 
 6月16日、長野地裁において、第１回口頭弁論がありました。安曇野市内外から15人もの傍

聴者が集まり、関心の高さを示すことができました。感謝です。原告側から以下のような意

見陳述を行いましたが即日結審し、判決は9月15日に言い渡されることになりました。 

私 たち原告が陳情書「あづみ野ランの

プール施設を含めた改修と良好な維

持・運営を求める陳情書」を提出するため、

住民運動を始めたのはR3年12月のこと。2か

月で署名は当初の予想を超えて1440筆集ま

りました。 

 R4年2月18日の組合議会で、いよいよこの

陳情が審議されることになり、私たちは陳情

の説明のため組合議会に臨みました。そこ

で、M議員から陳情の審議中、公然と知らさ

れたことは「あづみ野ランドは25年前にゴミ

焼却施設建設の交換条件として、地元狐島の

住民のために建設されたものだ」ということ

でした。これと同様の発言は、安曇野市議会

の委員会の場でもあり、「地元住民が、この

ような陳情をどう思うか？この次のゴミ焼却

施設の更新の時に、『もう狐島では受け入れ

ない』となったら、どうするのか」と質問さ

れたくらい、議会では周知の事実だったので

す。25年前の建設時のこの事情は、公然の秘

密として触れられることもなく、そのことに

より、あづみ野ランドの運営そのものも歪め

られてきたのだとわかりました。「公金支出

の不透明さ」を強く感じました。 

あ づみ野ランド大規模改修事業は、プー

ルを廃止し、浴場施設を増床し、さら

に新たにジム設備を設置するというものです

が、不思議なことにこの「大規模な改修が7

億円」で、「プールを残す改修11億円」より

低予算だったことです。おまけに、現状維持

の最小限の改修ならば3億2千万円という見積

もり金額は、住民に知らされることはありま

せんでした。 

 今年の予算審議では、「7億円の工事費

が、10億か11億円に膨らむからもしれな

い・・」と説明があったことからも、改修予

算の見極めが極めて不確かであることがわか

ります。穂高地域には温泉施設が数多くある

のに、何故、浴場を増床するのですか？安曇

野市内に公営プールは一つも無くなってしま

うのに、なぜプールを廃止するのか？財源も

ない中で大規模改修を進めることは考え直す

べきです。 

現 在のあづみ野ランドの体育館も浴場

も、プールも無くしてほしくありませ

ん。なぜなら、あづみ野ランドのそれらはみ

んな小規模だからです。それ故に、いえ、そ

れだからこそ高齢者や親子や、障害者にとっ

て、使いやすい体育館であり、使いやすい

※安曇野ランド：安曇野市を含む６市町村で構成する穂高広域施設組合が運営するゴミ焼却施設(穂高クリーンセンター)の余熱を利用した福祉施設 

電話予約や 

専用アプリに加え 

LINE予約も開始! 

詳しくは市の 
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